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濃飛流紋岩中から植物化石の発見

写真の化石が発見されたのは岐阜県大野郡清見村夏厩の桂洞に鉱区をも

つ梅村鉱業所の陶石採掘現場である.この付近においては濃飛流紋

岩中の砕屑岩層は変質作用によって陶石化している.この陶石は当初

砥石原料として採掘されていたが1960年から主として磁器モザイ

クタイルの素地用として本格的な採掘が放されている.従来濃飛流

紋岩からの植物化石は植物の破片とおぼしきものが発見されたことは

あるが写真のような同定にたえる化石カミ発見されたのは初めてのこと

で誠に貴重な標本である.

写真左上の化石は:葉が枝にラセン状に着生している:各葉には気孔線

と思われる二列の印象がある:葉緑には細鋸歯カミある等々現在東ア

ジアに生育しているスギ科のコウヨウザン属(0刎舳加g加〃μ)の特

徴を有し大阪府の和泉層群(上部白亜系)から産出した0刎舳加g一

あ舳あ{渤刎伽∫むMムTsmに同定される.一方右下の化石は

左上の化石と葉の大きさが違う恋ど一見別種のように思われるが両

者の形態的特徴はほぼ一致し同一種と考えられる.
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